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１．はじめに 

近年、容積率の規制緩和等を背景に、都心に大規模高

層マンション等の竣工が相次いでいる。こうしてつくら

れた新しい「まち」の多くは、コミュニティ形成、防災

防犯、環境、地域社会との共存等の課題を抱えている。

この解決に欠かせないのは居住者の意識・行動だが、既

報 1)によれば、地域に関心や愛着等が

なければ不満があっても行動等には結

びつかない。つまり居住者の地域に対

する愛着等が重要なのだが、それを育

むには地域の不満解消より魅力を高め

る方が効果的なのである 2)。 

このような見地から本研究では都市

生活者が感じる地域の魅力・価値に着

目している。本報では、これらを前報

の居住者個別インタビュー調査（評価

グリッド法）を通じて明らかにすると

同時に、得られた結果を分かりやすく

イラスト化する試みを行なった。 

２．地域の魅力・価値 

調査結果は、上位概念（例：のびの

び）～下位概念（例：空が広い）～「い

い、好きな場所」（例：運河沿い）とい

った階層構造図として、回答者ごとに

整理した。このうち上位概念は「都市

生活者が感じる地域の魅力・価値」そ

のものと考えられる。そこで、この概

念に着目し全結果を取りまとめた。 
（1）各回答者の結果から上位概念だけ

を全て抽出し一覧表に整理。 
（2）各回答者の結果を一旦分解し、下

位概念を含め一覧表上に再整理。 
（3）下位概念を適宜省略し、全体で一

枚の階層構造図を作成（図 1）。 
下位概念は多岐に渡っていたが、上

位概念は個人属性や地域による差が小

さく（前報）、概念数も少なかったため、

この方法で全結果をまとめるのは予想

に反して容易だった。このことから「地

域に求められている魅力や価値には、

地域・人を超えた共通項が多い」といえよう。 
３．都市居住に求められる「５つの場」 

イラスト化を念頭に、得られた上位概念をさらに整

理・統合した。この際、「安心」は「当たり前品質」であ

ること、「愛着・親しみ」等は場所ではなく個人の感情で

あることから対象外としたが、その他はほぼすべて盛り

図 1 評価グリッド法によるインタビュー調査結果まとめ（全回答者 34 人分） 
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込んだ。こうして得られた５カテゴリに対して象徴的な

場面を設定してイラスト化したのが図２である。 

この「５つの場」には今回の調査だからこそ明確にな

ったと思われる知見も含まれる。たとえば【４】は「利

便性」である。インタビューではほぼ全回答者が「交通

の便」等をあげたが、今回は評価グリッド法でラダーア

ップを行なったため、自然に利便性の上位概念を引き出

すことができた。「便利」だと時空間の制約等がなくなり

「自由になる」「あくせくしない」「ゆったりできる」、そ

の結果「活動的になる」のである。一方、【３】は自分の

活動ではなく「多種多様な乗り物、人々、鳥や魚などの

動き、活動を見ること」の楽しさの表現である。たとえ

ば、多くの回答者が語った超高層マンションからの眺望

等の楽しさは「飽きない」「わくわくする」「ぼーっとで

きる」、さらには「元気をもらえる」。「見る元気」は、都

市ならではの魅力・価値の一つと考えられる。 

４．おわりに 

筆者らは、今後この「５つの場」を、都市生活者にと

っての地域の魅力、および魅力を高めるための改善点を

発見する「地域環境評価ツール」に発展させたいと考え

る。魅力的で価値ある地域づくりのためには、事業者側

の視点に立った謳い文句ではない、生活者の感覚に根ざ

した客観的で使いやすい価値指標が必要といえる。 
今後、「５つの場」等に関するアンケート調査、地域や

回答者層を広げたインタビュー調査等を行ない今回の結

果を検証すると同時に、「５つの場」等に相当する場所を

探し写真撮影するなどして「５つの場」を表現するボキ

ャブラリーを増やしていく予定である。（同じ上位概念で

も実際にはさまざまな場所が考えられる。たとえば今回

【1】は遊歩道のイメージにしたが、神社、オープンカフ

ェ、マンションのラウンジ等でもよかった。「ふらっと・

ゆるゆる・集う」を満たすことが重要なのである。） 

図２ 「5 つの場」イラストとキーワード 
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